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（研究成果の概要） 

本研究では、医師による病院前気管挿管の標準化に向けて、専門家の合意形成を目的とし

た調査を行いました。まず海外の文献や手順書調査を通じて推奨項目を作成しました。次

にフライトドクターやドクターカー医師を中心とした専門家を対象に計２回のアンケート

調査を実施しました。そして推奨項目の妥当性と実施可能性に関する意見を収集しまし

た。結果として、高い合意が得られた項目に加え、日本では実施が難しい項目や地域差の

ある項目も明らかとなりました。本研究により、病院前医療における安全で効果的な気道

管理の指針づくりに資する基盤を構築しました。 

 

（研究の目的） 

医師による病院前気管挿管の実態を明らかにし、標準的な手法の確立を目指しました。海

外では体系的な手順が整備されていますが、日本では病院前診療の対応が地域や施設によ

って異なり、統一的な手順が十分に確立されていません。本研究は、海外の手順書や、専

門家による現場の実情を踏まえた意見をもとに、質の高い救急医療体制の構築に資する実

践的指針を示すことを目的としています。 

 

（研究の方法） 

本研究では、医師による病院前気管挿管の標準化に向けて、専門家の意見を体系的に収

集・分析するためデルファイ法を用いました。まず、国内外の文献レビューおよび海外の

手順書を通じて、病院前気管挿管に関する推奨項目を抽出しました。次に、フライトドク

ターやドクターカー医師など病院前診療の経験を有する専門家をパネルとして選定し、２

回にわたりアンケート調査を実施しました。各項目について妥当性と実施可能性を４段階

で評価し、合意率７０％以上をコンセンサス成立と定義しました。得られた結果を集計・

分析し、今後の標準化手順策定に向けた基礎資料を作成しました。 



 

（研究成果） 

第 1ラウンドでは、国内外の文献および実態調査をもとに作成した９０項目について、フ

ライトドクターやドクターカー医師など経験豊富な医師４０名にアンケートを実施しまし

た。その結果、妥当性について７２項目（８０.０％）、実施状況について５７項目（６

３.３％）で合意が得られましたが、「チェックリストの使用」や「役割分担」、「薬剤管

理」など一部の項目では妥当とされながらも実施率が低く、海外との比較や国内での地域

差において乖離が認められました。 

これを踏まえ、第 2 ラウンドでは第 1ラウンドの回答と自由記述意見をもとに項目の再構

成を行い、日本の文脈では合意が得られにくい項目を削除した上で再評価を実施しまし

た。その結果、８０項目中７６項目（９５.０％）で妥当性に関する最終的な合意が得ら

れました。さらに、合意が得られた項目を「挿管時の環境」「患者と適応」「術者の準備と

役割分担」「酸素・資器材の準備」「周辺機器」「薬剤と投与量」「確認」「トラブルシュー

ティングと調整」の８領域からなる実践的なチェックリストとして統合するとともに、今

後の実現可能性検証に向けたロジックモデルを作成しました。 

本研究により、日本の病院前診療においては、国内の運用体制や人的・物的資源の制約を

踏まえた柔軟な標準化が必要であることが示されました。特に教育体制、チェックリスト

の活用、薬剤投与手順などは安全性と再現性の向上に直結する領域であり、今後の体制整

備に不可欠と考えられました。 

本研究で得られた７６項目の専門家合意は、日本版手順書や挿管前チェックリストを策定

するための具体的な基盤となり、病院前医療の質と安全性を高めるうえで重要な一歩とな

りました。 
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なお、いずれの論文にも本研究支援事業による助成を受けた旨を明記しています。 


